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平成 29 年３月８日 

 

狛江市議会議長 

小 川 克 美 様 

 

総務文教常任委員会 

委員長 谷田部 一 之 

 

 

総務文教常任委員会所管事務調査報告書  

 

 

本委員会の所管事務について調査した結果を，次のように報告いたします。 

 

 

記 

 

 

１ 調査事件名 

  特別支援教育について 

 

２ 調査の目的 

狛江市では，他の自治体より早く特別支援教育に力を入れている。特に特別

支援教室(小学校)については，平成 24 年度からモデル事業を経て平成 27 年度

から本格実施された。今までは，小学校２校に１校の拠点校を設置し，児童が 

動き拠点校に通っていたが，現在では，拠点校教員が巡回指導校に出向き指導 

する狛江市モデルを実施している。成果としては，児童の移動時間がなくなっ

たために保護者の負担や在籍学級での授業速度の心配が軽減され，通級利用 

児童数も年々増加している。今年度は中学校特別支援教室モデル事業が始まっ

ている。 

 今後は，子供たちが成長していくに当たり，一人一人に合った教育が求めら

れている中で，現状把握と問題解決に向けて調査を行うこととした。 

 

３ 調査の結果 

  今回の委員会調査報告は，狛江市にある６校の小学校の特別支援教室に現地
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視察を行い，校長先生や担当の先生と意見交換をし，また，特別支援教室を 

利用している保護者の会とも意見交換をした。さらに，一般社団法人サポート

狛江の代表理事である言語聴覚士中川信子先生を参考人として招き，狛江市の

特別支援教育の現状について意見をいただいた。 

その結果，以下のことを要望する。 

① 若い経験年数の浅い先生がふえており，指導力の強化が必要である。その 

ためには，特別支援教室の教員とともに通常学級の教員のレベルアップが 

必要であり，特別支援教育の専門的知識や経験を学ぶためにもより実践的な 

研修を要望する。 

 

② 通級児童の増加とともに，１人当たりの支援の時間数が最大で４時間，中 

には２時間という児童も出てきており，一人一人に応じた特別支援の時間が 

確保されるような教員体制の強化や教員の増員を東京都へ求めること。 

また，全ての教員が特別支援教育を必要とする児童・生徒へ配慮ができる 

ように，教員への理解を醸成できるような体制を要望する。 

 

③  拠点校の教員が巡回指導をすることによって，巡回校の教員との連携強化

が図られるようになった。しかし，移動する教員の過重負担が心配される。

学校全体での支援体制の強化をすること。 

 

④  保護者の声として，小学校，中学校との連携がとれていないという意見を

いただいた。今まで以上の小・中学校の情報連携強化と，福祉との連携が 

とれる体制整備を要望する。 

 

⑤  特別支援教育の推進のための指導教材や備品の充実についての要望を 

いただいた。学校の判断で購入できる備品の上限額の引き上げ，特に教材 

購入のルールの緩和を要望するとともに，学習に必要な備品の充実を図る 

こと。 

 

⑥  固定学級では部活動ができないので，部活動をするために通常学級や通級 

学級を選択する生徒が多い実態がある。固定学級生徒への部活動支援をする 

こと。 

 

⑦ 特別支援教室を利用している生徒は，さまざまな場面で困難さを抱えて 

おり，特に高校受験での課題がある。しかし，学校からの情報提供や適切な 
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指導がない等残念なお話を伺った。学校での適切な指導を行うとともに， 

進路選びの座談会等の実施（体験談は保護者ＯＢが担当）を要望する。  

    

⑧  中学校に入学すると通級学級を利用する生徒が少なくなる。思春期という

特性や高校進学も視野に，保護者や当該生徒たちの意見等を取り入れた充実

策を検討すること。 
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４ 調査の経過 

 

○ 委員会開催日（合計 17 回開催） 

平成 27 年 ６月23日  所管事務調査事項を決定 

平成 27 年 ７月22日  調査項目について協議 

平成 27 年 ９月15日  調査項目を決定，今後の調査に必要な資料の要求 

平成 27 年 11月５日  資料に基づき市側より説明，質疑応答，資料要求 

平成 27 年 12月９日  資料に基づき市側より説明，質疑応答  

平成 28 年 １月25日  学力向上対策について委員から提案，提案について 

協議 

平成 28 年 ３月７日  調査項目を「特別支援教育について」に絞る 

平成 28 年 ５月26日  今後の進め方について協議 

 平成 28 年 ６月９日  中川信子氏を参考人として出席を求め，意見を聞く 

ことに決定 

平成 28 年 ７月28日  ８月４日に中川信子氏を参考人として出席を求め， 

意見を聞くことを確認 

 平成 28 年 ８月４日  中川信子氏から「狛江市の特別支援教育の現状」に 

ついて意見を伺う，質疑応答 

平成 28 年 ９月12日  中川信子氏から「狛江市の特別支援教育の現状」に 

           ついて意見を伺った感想，資料要求，委員派遣の決定  

平成 28 年 10月24日  現地調査の感想，委員派遣の決定 

平成 28 年 12月８日  現地調査の感想，委員派遣の決定  

 平成 29年 １月24日  現地調査と意見交換の感想 

平成 29年 ２月６日  現地調査の感想，調査報告書作成に向けての協議  

 平成 29年 ３月８日  調査報告書決定 

 

 

○ 委員派遣 

 平成 28 年 10月21日  狛江市立緑野小学校に委員８人を派遣し調査 

 平成 28 年 11月９日  狛江市立狛江第三小学校に委員８人を派遣し調査 

 平成 28 年 11月14日  狛江市立和泉小学校に委員８人を派遣し調査 

 平成 29年 １月23日  狛江市立狛江第六小学校に委員８人を派遣し調査 

保護者の会と意見交換 

 平成 29年 １月24日  狛江市立狛江第五小学校に委員８人を派遣し調査  

 平成 29年 ２月６日  狛江市立狛江第一小学校に委員８人を派遣し調査  


